
Copyright © 2025 by MLIT. All rights reserved.

2026年1月28日 第2回GTFS-JPアップデート検討会

GTFS-JPアップデート 今後の進め方

国土交通省総合政策局モビリティサービス推進課

資料６
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 GTFS-JPシリーズのデータ仕様書（第一編）及び技術解説資料（第二編）については、本日のご議論をふ
まえた最終調整を行った上で、２０２６年２月中に国土交通省ウェブサイトで公開予定。

 今後もGTFS国内標準の継続的なアップデート及び関係者によるエコシステム構築を図っていくため、
GTFS-JPシリーズに関して問い合わせを受け付ける窓口を国土交通省に開設し、継続的な意見募集及
び回答を実施する。
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１．GTFS-JPシリーズの公開
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 交通事業者、ベンダー・メーカー、アプリケーション開発者等を対象にGTFS-JPシリーズ（第4版）の説明会を開催する。

 主 催：国土交通省

 開催日：2026年3月1６日（月） １５時～１６時（１時間程度） オンライン

 プログラム：

 GTFS-JPシリーズ策定の趣旨

 GTFS-JPシリーズの概要

• GTFS Schedule 日本標準仕様書

• GTFS Realtime 日本標準仕様書

• GBFS 日本標準仕様書

 主体別GTFS-JPシリーズ対応ガイダンス

• 交通事業者、自治体

• ダイヤ編成システム、バスロケシステム、車載器システム等ベンダー・メーカー

• アプリケーション開発者

 質疑応答

※説明会参加申し込み時に質問を収集する
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２．GTFS-JPシリーズ説明会
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３．2026年度のGTFS-JPシリーズのアップデートの予定

 2026年度も継続的なGTFS-JPシリーズ（第４版）のアップデートを行っていく。

 2026年度は特に以下の観点から調査研究を継続する。

 オープンデータ調査等を通じたデータ整備状況の調査及び課題の整理

 国内主要交通事業者、メーカー、ベンダー、コンテンツプロバイダ等との勉強会の開催等を通じた意見収集

 海外事例や国際標準化団体の動向把握

 調査対象には、GTFS-JPシリーズ（第４版）として国内標準化されている、GTFS Schedule、GTFS Realtime、GTFS拡張形
式（Pathways、Flex、Fares V2、その他追加ファイル等）、GBFSが含まれる。

 GTFS-JPシリーズ（第４版）のアップデート案の検討（断続的・マイナーアップデートを想定）

 GTFS Schedule 日本標準仕様書の改定案の検討

 GTFS Realtime 日本標準仕様書の改定案の検討

 GTFS Schedule及びGTFS Realtime拡張形式の改定案の検討

 GBFS 日本標準仕様書の改定案の検討

 GTFS-JP技術解説資料の改定案の検討
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